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2021年 12月 18日
ねん がつ にち

待降節第 4主日
たいこうせつだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

間もなく主の降誕です。教会の伝統には、重要な祝日や特別な願い事があるときに、
ま しゅ こうたん きょうかい でんとう じゅうよう しゅくじつ とくべつ ねが ごと

9 日間の連続した祈りを捧げる習慣があり、ラテン語の数字の 9から「ノベナ」と呼ば
ここのかかん れんぞく いの ささ しゅうかん ご すう じ よ

れています。さまざまな機会にノベナの祈りが捧げられますが、特に聖霊降臨祭前と降
き かい いの ささ とく せいれいこうりんさいまえ こう

誕祭前のノベナが知られています。フィリピン出身の信徒の方々には、早朝に集まり
たんさいまえ し しゅっしん しん と かたがた そうちょう あつ

ノベナのミサに与る「シンバンガビ」が有名で、東京でも、主に夕方ですが、このミ
あずか ゆうめい とうきょう おも ゆうがた

サが捧げられる教会があります。教会は、主の降誕を喜び祝うために、心を込めて
ささ きょうかい きょうかい しゅ こうたん よろこ いわ こころ こ

準備を進めます。
じゅん び すす

ミカの預言は、エルサレム近くの小さな町ベツレヘムから、イスラエルの王が現れると記
よ げん ちか ちい まち おう あらわ しる

し、「主の力、威厳を持って」治める王の支配こそが、神の平和の実現であると述べて
しゅ ちから い げん も おさ おう し はい かみ へい わ じつげん の

います。

ヘブライ人への手紙は、旧約時代のいけにえが、形に捕らわれ心の伴わないものと
じん て がみ きゅうやく じ だい かたち と こころ ともな

なったことで神から離れる結果となったことを指摘し、新約の契約は「御心を行うた
かみ はな けっ か し てき しんやく けいやく み こころ おこな

めに」来られた主ご自身のいけにえによってただ一度で成し遂げられ、わたしたちは自
こ しゅ じ しん いち ど な と みずか

らの救いのために形式的な祈りを捧げ続けるものではなく、新しい命に招いてくださ
すく けいしきてき いの ささ つづ あたら いのち まね

る主をたたえ神を賛美するのだと指摘します。
しゅ かみ さん び し てき

ルカ福音は、聖⺟マリアのエリザベトご訪問を記しています。教皇フランシスコは「福音
ふくいん せい ぼ ほうもん しる きょうこう ふくいん

の喜び」の終わりで、マリアのこの訪問に触れ、「マリアは・・・すぐに動かれる聖⺟、人
よろこ お ほうもん ふ うご せい ぼ ひと

に手を貸すために自分の村から『急いで』出掛ける方です。正義と優しさの力、観想と他者
て か じ ぶん むら いそ で か かた せい ぎ やさ ちから かんそう た しゃ

に向けて歩む力、これこそがマリアを、福音宣教する教会の模範とするのです（288）」
む あゆ ちから ふくいんせんきょう きょうかい も はん

と記しています。
しる

わたしたちが待ち望んでいる救い主は、形式的な崇敬を求めているのではなく、福音の
ま のぞ すく ぬし けいしきてき すうけい もと ふくいん

実現が待ち望まれている地へ出向いていって、神の望まれる秩序を打ち立て平和を実現
じつげん ま のぞ ち で む かみ のぞ ちつじょ う た へい わ じつげん
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するようにと、わたしたちを招いておられます。主ご自身が、その道程をともに歩んで
まね しゅ じ しん みちのり あゆ

くださいます。

わたしたちが今ともに歩んでいるシノドスの道は、まさしく主がともに歩んでくださる
いま あゆ みち しゅ あゆ

道程です。準備文書に記されているいくつかの設問は、回答を求められているものでは
みちのり じゅん び ぶんしょ しる せつもん かいとう もと

なく、それを基にして小さなグループでの振り返りと分かち合いのための手引きです。
もと ちい ふ かえ わ あ て び

今歩んでいるシノドスの道程は、小さな会議をたくさんすることではなくて、まず教会
いまあゆ みちのり ちい かい ぎ きょうかい

とは一体何であるのかの共通理解を深め、それがともに歩む神の⺠なのだという認識を
いったいなに きょうつう り かい ふか あゆ かみ たみ にんしき

共有し、その上で、歩み続けるために、小さなグループでの振り返りと分かち合いが求
きょうゆう うえ あゆ つづ ちい ふ かえ わ あ もと

められています。東京 教区で毎週提供しているビデオで是非学びを深めていただき、
とうきょうきょう く まいしゅうていきょう ぜ ひ まな ふか

その後に、小さなグループで祈りのうちに分かち合いを進めていただくことを期待して
ご ちい いの わ あ すす き たい

います。

準備文書の手引きの設問に 2番目には、「聴くこと」の大切さが指摘され、次のように記
じゅん び ぶんしょ て び せつもん ばん め き たいせつ し てき つぎ しる

されています。

「聞くことは最初の一歩ですが、それには偏見のない、開かれた精神と心が必要です。
き さいしょ いっ ぽ へんけん ひら せいしん こころ ひつよう

わたしたちの部分教会は、誰に対し「耳を傾ける必要がある」でしょうか。・・・耳を傾
ぶ ぶんきょうかい だれ たい みみ かたむ ひつよう みみ かたむ

けることを妨げている偏見や固定観念を認識していますか」
さまた へんけん こ ていかんねん にんしき

聖⺟は天使のお告げに耳を傾ける方です。ともに歩まれる主ご自身も、わたしたちの声
せい ぼ てん し つ みみ かたむ かた あゆ しゅ じ しん こえ

に耳を傾けてくださる方です。わたしたちは、神の⺠としてともに歩もうとするとき、互
みみ かたむ かた かみ たみ あゆ たが

いの声に耳を傾けているでしょうか。声を拾い上げようとしているでしょうか。振り返
こえ みみ かたむ こえ ひろ あ ふ かえ

りたいと思います。
おも


